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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 区民健診（循環器検診等） 所
管

健康部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

保健サービス課

122

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

① 生活習慣病の予防[47]

法令（義務）

国

413

２５年度

　

健康診査を受ける機会が少ない４０歳未満の区民に対する、結核や生活習慣病等の早期発見及び予防

( 回 ）実施回数

399

15

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

健康増進法・感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

血液検査委託
胸部Ｘ線撮影業務委託

　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

１．実施回数　　　一般：毎月第４水曜日（８月・１２月は除く）年１０回　　　障害者：２回
２．実施場所　　　台東保健所
３．定　　　員　　　１回４０名
４．料　　　金　　　尿・血液検査・胸部Ｘ線検査等：３９０円　　＜希望者＞心電図検査：１，０４０円　　聴力検査：８８０円

（ 人 ）

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

 [施　　策]

１５歳以上４０歳未満の区民で受診を希望する者

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

12

510

15

348

13

（１）区民の主体的な健康づくりの支援

あり 各種健康診断の推進

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

健診受付から、受診、結果通知まで方法としては、妥当であると考える。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 5,319 4,556 5,774

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

４０歳未満で健康診査を受ける機会の少ない人達の健康管理上、疾病の早期発見、生活習慣病の改善や
見直しを行うためにも区民健診の必要性は高い。

維持

評
価
結
果

毎回、１回の定員４０人には達していない。受診者数の増加を図るべく、町会回覧・広報・ホームページ等
ＰＲを工夫していく必要がある。

2 保健所の医師が退職したため、健診実施に必要な医師の数を確保するのが困難となっている。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

将来の区民の健康を維持していくためには、他で健診を受診する機会の無い区民に対して、
定期的な健診の場を区が提供していくことは重要である。そこで今後は、小規模事業所健診と
同日実施にし、業務委託とすることで、安定的な事業運営をしていく。

年１２回から１０回に健診回数を減らし、適正な事業運営を行うよう努めた。
（受診者数が減少する８月・１２月を除いて実施する。）

目的達成度 2

必要性

4,313

1,925 1,862

0

5,257 6,175

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

301

297 100

404

1,924 1,861

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

受診者数

指標の名称

3,332

0

5,846

　決算額　　(単位：千円) 1,796

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

4,050

1,796

0

363

164


